
人との出会いで視野が広がる
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　ＰＲ会社で企
業の広報・ＰＲ
のお手伝いをし
ています。
　月々の決まっ
た企業のＰＲの
他、年間約本

のＰＲイベントに携わり、打ち合
わせを重ね、キャスティング、場
所、内容などを決め、メディアと
の調整をしていきます。扱う製品
は消費財、食品、ＩＴエンターテ
インメント、スポーツなど、多岐
にわたるため、勉強はその都度必
要となります。ただ、たくさんの
方と出会えることで、自分の視野
が広くなることを実感していま
す。イベントの際は、事前の準備

や交渉などは大変で
すが、無事イベント
が終了し、伝えたかったメッセー
ジを電波やメディアを通じて広く
伝えられた時は、やりがいを感じ
ます。身近な人に「見たよ」と言
ってもらえる瞬間が、１番うれし
いです。
　仕事では、男女の区別なく、色
々な仕事を任せてもらえることに
楽しさを感じています。
　半面、ＰＲの仕事も体力勝負の
ところがあるので、仕事に没頭す
るだけではなく、ワーク・ライフ
・バランスを大切にしたり、プラ
イべートや趣味にも比重を置くこ
とが今後の課題だと思っていま
す。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。
webで公開中

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。

出展：厚生労働省『仕事と介護　両立のポイントあなたが介護離職しないために』　

　
団
塊
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以
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す
る
２
０
２
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に
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

団
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ジ

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ア
層
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親
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介
護
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と
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予
想
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れ

る
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業
は
今
後

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護
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職
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よ

て
優
秀
な
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流
出
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て
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い


　
本
書
は

仕
事
と
介
護
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を
企
業
が
ど
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て
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援

し
て
い
く
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き
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﹂﹁
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﹂
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﹂
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
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介
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介
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
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追
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
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■介護保険制度
　私たちは歳になると「介護保険法」
に定められる介護保険に加入し第２号
被保険者となります。そして、歳以
上になると第１号被保険者となり、市
町村が実施する要介護認定や要支援認
定において介護や支援が必要と認定さ
れた場合には、介護保険サービスを受
けることができます。ただし、歳か
ら歳であっても、特定疾病により介
護が必要と認定されれば介護保険サー
ビスを受けられます。

　「ダイバーシティ経営」とは個々人が持っている能力を最大限に発揮し経
営に貢献してもらえるようマネジメントや仕組みを実現するというもの。
それは介護の課題にも通じることです。私たちが歳を重ねるにつれ、介護
は現実的な問題として重くのしかかってきます。特に、働き盛りで会社の中
枢を担うころに直面するケースが多いです。突然やってくる介護という課
題に私たちはどう向き合うべきか。恐らく初めての人は途方に暮れ、親の
面倒をみるために仕事を辞めることを考えると思います。しかし、それは最
悪な選択肢といえます。仕事と介護の両立のために会社は何をするべきか、
また個々人はどのように備えるべきか。今回は、介護保険の仕組みや会社
と社員がやるべきことについて探ってみました。
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介
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
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
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
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介
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
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

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介
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介
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﹁
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﹂
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﹁
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
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介
護
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す

そ
う
い

た
機
会

に

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
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介
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